
共に考える。未来のかたち
Shaping a Shared Future Together

東京大学に新しく設立された「東京カレッジ」。世界の第一線で活躍する研究者や知識人を招き、市民の皆さんと
一緒に未来社会の様々な側面について考える場を作ります。
Tokyo College aims to generate new knowledge to contribute to the creation of an 
inclusive society and spark deeper public engagement with the University.

参加無料（要事前登録）
Free entry: Pre-registration required

facebook twitter

歴史から学ぶ日本外交
講師：兼原信克（元内閣官房副長官補）

2020.1.24（金） 
東京大学・理学部4号館2階1220号室（本郷キャンパス）
16:30 開場  17:00 開演  18:30 閉会

東京カレッジ講演会　 Tokyo College Event

兼原信克（元内閣官房副長官補）

昭和56年、東京大学法学部を卒業後、外務省に入
省。在アメリカ合衆国日本大使館公使、総合外交政
策局総務課長、在大韓民国日本大使館公使、国際法
局長を歴任の後、平成24年、内閣官房副長官補に就
任、平成26年からは国家安全保障局次長を兼務。令
和元年、退官。

事前参加登録 ▶ https://bit.ly/36IiKL6
定員：180名（先着順）  言語：日本語（Japanese language only）　主催：東京大学国際高等研究所東京カレッジ
 ［講演会事務局］ tcevent@graffiti97.co.jp 参加登録は

こちらから

普遍的価値観に基づく外交戦略
産業革命に先行した一部の工業国は、国力を飛躍的に増大させ、一気に国際秩序を組み替
えた。その過程で、彼らは、植民地支配、人種差別、世界戦争、全体主義という過ちを犯した。
しかし、20世紀後半には、アジア、アフリカ諸国のほとんどが独立し、人種差別が否定され、
個人の尊厳、自由平等、多様性の尊重、民主主義、市場経済、法の支配を基盤とする自由主
義的な国際秩序が立ち上がった。日本は、何故、新しい秩序の登場を待てなかったのか。歴史
の教訓を踏まえた21世紀の外交戦略はどうあるべきかを考える。

［第一部］ 講演 
［第二部］ 対談：城山英明（東京大学大学院教授）


